
物
へ
の
え
さ
や
り
行
為
を
取

り
締
ま
る
条
例
改
正
案
な
ど

改
正
を
機
に
、
え
さ
や
り
を

す
る
人
々
と
の
対
話
を
行
う

な
ど
、
被
害
に
遭
っ
て
い
る

住
民
に
寄
り
添
っ
た
粘
り
強

い
対
応
を
要
望
し
ま
し
た
。

鶴
見
緑
地
が

指
定
管
理
に

　

鶴
見
緑
地
へ
の
指
定
管
理

者
の
導
入
は
、
大
和
リ
ー
ス

や
美
津
濃
な
ど
を
含
む
「
鶴

見
緑
地
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
」
を
、
球
技
場
や
咲
く

や
こ
の
花
館
な
ど
11
施
設
の

指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も

の
で
す
。

　

井
上
氏
は
、「
民
間
活

力
」
が
導
入
さ
れ
た
大
阪
城

公
園
で
約
１
２
０
０
本
の
樹

木
が
伐
採
さ
れ
、
有
料
施
設

　

大
阪
市
議
会
は
12
日
の
本

会
議
で
、
ハ
ト
な
ど
野
生
動

で
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し

た
。

　

え
さ
や
り
行
為
を
巡
っ
て

は
、
同
市
住
吉
区
で
長
年
に

わ
た
り
、
大
量
の
パ
ン
や
コ

メ
な
ど
が
ま
き
続
け
ら
れ

て
、
ハ
ト
や
カ
ラ
ス
の
大
群

が
飛
来
し
、
地
域
住
民
に
健

康
被
害
が
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

討
論
で
日
本
共
産
党
の
井

上
浩
議
員
は
、
え
さ
や
り
行

為
を
取
り
締
ま
る
条
例
改
正

案
に
つ
い
て
、
動
物
へ
の
え

さ
や
り
を
規
制
す
る
も
の
で

は
な
く
、
残
っ
た
え
さ
や
糞

尿
、
羽
毛
な
ど
の
清
掃
を
義

務
付
け
る
も
の
で
あ
り
、

「
社
会
常
識
の
範
囲
内
の
当

然
こ
と
だ
」
と
指
摘
。
条
例

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。
鶴
見
緑
地

（
大
阪
市
鶴
見
区
）に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
議
案

は
、
日
本
共
産
党
以
外
の
賛

成
多
数
で
、「
大
阪
港
湾

局
」
設
置
な
ど
府
市
の
港
湾

一
元
化
に
向
け
た
議
案
は
維

新
や
公
明
な
ど
の
賛
成
多
数

の
建
設
が
進
ん
で
「
憩
え
る

場
所
で
な
く
な
っ
た
」
と
の

声
も
上
が
っ
て
い
る
と
指

摘
。「
行
き
過
ぎ
た
樹
木
の

伐
採
や
ハ
コ
モ
ノ
づ
く
り
が

公
園
に
相
応
し
い
か
検
討
す

べ
き
時
に
、
商
業
化
路
線
を

突
き
進
む
も
の
だ
」
と
反
対

し
ま
し
た
。

　

港
湾
管
理
の
一
元
化
問
題

で
井
上
氏
は
、
大
阪
港
と
府

の
港
湾
と
で
は
成
り
立
ち
や

取
り
扱
い
貨
物
に
大
き
な
差

が
あ
り
、
一
元
化
し
て
貨
物

が
増
え
る
わ
け
で
も
、
大
阪

経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
も

の
で
も
な
い
と
強
調
。「
大

阪
市
廃
止
あ
り
き
の
制
度
い

じ
り
に
過
ぎ
ず
、
到
底
容
認

で
き
な
い
」
と
反
対
し
ま
し

た
。

え
さ
や
り
規
制
へ
条
例
案
可
決

大
阪
市
議
会 

井
上
議
員
が
討
論

討
論
す
る
井
上
議
員
＝
12

日
、
大
阪
市
議
会
本
会
議

場

shikai
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